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Ⅰ新技術の解説

１要旨

本県オリジナル水稲品種「ふくみらい」の高品質・安定生産を図るため、「ふくみらい」の刈り取り時期が
玄米品質等に及ぼす影響を調査し、刈り取り適期幅を確定した。

(1) 「ふくみらい」は、出穂後の積算気温が1,100℃を超えると乳白粒の発生が多くなり、玄米光沢も低
下する（図３）。

(2) 「ふくみらい」の刈り取り適期は、出穂後の積算気温で中通りが900～1,100℃、会津では950～
1,100℃であり、「ひとめぼれ」や「コシヒカリ」より短い（図１、３、表１）。

(3) 刈り取り開始期の穂の外観は、一穂全体の籾の70～85％程度が黄化し、穂首が黄化始めとなっ
た時期である（表１）。

(4) ふくみらいの玄米品質低下要因である乳白粒の発生は、粒厚の薄い玄米で多いことから、選別精
度を高めることも重要である（図４）。

２期待される効果

「ふくみらい」の適期刈り取りや適正な調製作業が行われ、玄米品質が向上する。

３適用範囲

県内平坦部および山沿い地帯で「ふくみらい」が栽培されている地域

４普及上の留意点

「ふくみらい」の刈り取り開始期は、㎡当たり籾数の多少でやや変動するため、積算気温の推移と同時
に穂の外観をよく観察してから決定する。
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